
『図 3．温度の基線、縦軸のずれ。図 6．台風周囲の楕円抜け。図 7．乾燥断熱線のずれ』 

 
 
【図訂正】 
学科一般 35P 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【図訂正】 
学科一般 39P 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 さまざまな気象現象のスケール         図 7 凝結高度，自由対流高度の概念図 

     （気象庁ホームページより） 
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図 3 相当温位と飽和相当温位 
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